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 本校と SINET福井ノード(福井大学)の間はＨＴNet-Ether網による 10Mbpsの専用線で接
続されている。福井大学から県立大学までは FISH の回線網を利用するが、この福井アク



















 総務省の調査によれば、2004 年 9 月末時点で FTTH、ADSL、CATV インターネットの
契約回線数の合計は 1,763 万回線で、1 年前に比べて 521 万回線（42％）増加している。


























れた H323 は、この点で現状一般回線の使用に適したものであり、片側 768kbps の帯域幅





向通信を 1 回線確保し、これに資料提示用の NetMeeting（Windows に付属)を 1 回線用意
したものとなっている。 
                図 3 本校の機器構成図 
 本校より送信


















































側 5Mbps 以上あり、768kbps の帯域幅を持つ H323 にとっては支障のない状況であったと

































  写真１                  写真２ 
                        


















はあるが、表示画面に Picture in Pictureで送信画面を表示させており、講師・受講生の双方
に安心感を与えることができるようにした。 
 


















                                  （遠隔形態） 
８．授業が実施されている間、学習に集中することが出来ましたか。（集中度） 
 
 本年度の結果は、質疑応答に関しては及第点をもらえなかったが、その他の項目に関し
ては概して合格の評価をいただいた。また、集中度、双方向感に関しては非常に高い評価
をもらい、機器類の構成を工夫した成果が現れていると感じている。授業内容が昨年の座
学からコンピュータの演習へと変わったこと、メインの講師画像の解像度が下がっている
ことを考えると、まずまずの結果を得たと考えている。またこの結果には、日頃こうした
形態の授業あるいは演習に慣れているかどうかの感覚的な差違も大きく影響していると思
われる。 
アンケート結果
0
0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
4.5
5
視
聴
覚
把
握
内
容
把
握
テキ
スト
質
疑
応
答
双
方
向
感
遠
隔
の
是
非
遠
隔
形
態
集
中
度
アンケート項目
平
均
昨年本校 昨年福井大学 今年県立大学
 質問項目を個別に見てゆくと、最初の２項目（視聴覚把握、内容把握）ではおおむね良
好な評価をもらっている。この２項目は遠隔授業の核となる評価項目であり、基礎的な部
分での実験は成功していると評価できる。テキストの項目は少し低めの評価となっている
が、当日はあまり教科書を使用する機会が無く学生の関心が薄かったためと思われる。 
 次の 2項目（質疑応答、双方向感覚）は非常に興味深い結果となった。今回、質疑に関
してはかなり厳しい評価をもらったが、逆に双方向感覚では非常に高い評価を得ている。
これらの項目は共にプレゼンスの問題であり、通常は似た傾向になるはずであるが、逆に
正反対の結果となってしまった。先ほど述べたように、この項目で高い評価を得るために
は受講生の慣れがある程度必要であると考えられるが、それよりも今回は質疑の誘導法が
良くなかったために受講者によい印象を持たれなかったと考えるべきであろう。臨場感自
体は十分に体感できていることから、誘導の工夫次第で改善の余地は大いにあると思われ
る。プレゼンスの醸成に関しては、カメラ位置やマイクロフォンの工夫でより臨場感を高
め、かつ、分かりやすい資料提示に心がけた結果が現れており、今後さらなる工夫を重ね
てゆきたい。 
 遠隔授業自体への関心の度合いを示す、参加や授業の形態についての項目は辛目ながら
も肯定的に評価されており、この様なシステムが普及し単位互換の制度が拡充されれば、
対面授業の補完システムとして利用頻度は格段に多くなるものと思われる。 
 ここで特筆すべきは集中度の設問に関してであり、非常に高い評価を得ている。前述し
たように、今回の遠隔授業は演習課題を解きながら進む形式であり、資料の適切な表示法
との相乗効果で受講生に十分な満足感を与えられたものと思われる。 
 
【終わりに】 
 この実証実験では、「狭い帯域幅の中でどのようにプレゼンスを確保し、かつ、資料提
示の方法を工夫する事によって満足感の高い遠隔授業を行えるか」という視点で機器類の
構築を行った。その結果、大学間の対称回線ではあるが、約１Mbps の帯域幅の中でかな
り質の高い授業を行うことができた。前述したように、現実問題として一般インターネッ
ト回線では上りで 512kbps の帯域を確保することが精一杯であると思われる。この現状で
遠隔授業を一般的に普及させるには、このような実証実験を重ねてノウハウを蓄積させる
ことが非常に重要であると考えられる。今回の設定は、講師が受け取る受講生側のデータ
量を少し減らせばすぐ実際に応用できると思われ、この点で実稼働システムの一つの標準
になるといえるだろう。 
 今後ブロードバンドの接続環境はますます進歩して行くが、ハード面が充実すればそれ
を利用する新たな試みも広がってゆくはずであり、私たちも社会貢献の一環としてその一
翼を担うつもりで努力してゆきたいと思う。 
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